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背景と目的



研究プロジェクトの概要
• 背景 
• 学校図書館による教員サポートの重要性（e.g. 文科省, 2009; 学習指導要領） 
• 教員サポート業務の十分な理解の必要性（e.g. 庭井, 2017） 
• 目的 
• 応用：学校図書館による授業向け教材資料提供を支援するシステムBookReachの開発 
• 基礎：司書の暗黙知の解明
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業務の理解・モデル化

支援技術の開発・運用

教材資料提供とはどのような業務か？

どのように支援できるか？
宮田・矢田・浅石 (2015) 
矢田・浅石・宮田 (2020) 
浅石・矢田・宮田 (2021)

宮田・矢田・浅石 (2018)  
浅石・宮田・矢田 (2020)



教材資料提供業務に関するこれまでの理解
• 宮田・矢田・浅石（2018） 
• 「どのような授業に対して、どのような資料が、どのように提供されてきたか？」 
• 過去の実践事例279件を用いて調査 
• 規範的なモデルの構築ではなく、あくまで記述的な理解を目指したもの 
• 浅石・宮田・矢田 (2020) 
• 教材資料選定プロセスについて司書にインタビュー 
• 書架のブラウジングのタイミング／着目する資料の属性 
• 業務依頼から授業支援までのプロセス全体の体系化には至っていない
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本研究の問いと目的

1. 教材資料提供はどのようなプロセスで行われるのか？ 

• プロセスモデルを構築する 
2. 司書と教員間で何が共有されなければならないか？ 

• 打ち合わせシートを開発する
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1. プロセスモデルの構築
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レファレンスプロセスの先行研究
一般的なプロセスモデル

利用者の情報ニーズ

質問者の発問

質問内容の確認

探索戦略の検討

検索システム／検索語の選定

探索の実行

情報（源）の入手

質問者への回答

質
問
者

応
答
者

（長澤・石黒, 2007, p.59の図を引用）

• 基本的な枠組みとしては参考になる 

• 教材資料提供の特殊性に必ずしも対応できない 

• 主題以外に考慮すべきポイントが多い 
（e.g. 図書の難易度、授業の目的） 

• 複数回の打ち合わせの必要性
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教材資料提供プロセスモデル
授業者との打ち合わせ

図書館による授業用資料リスト案の作成と 
資料の収集

授業用資料の検討と確定

授業準備

授業の実施と授業現場での支援

事後処理と振り返り・評価

レファレンスプロセスの先行研究

• 調べ学習支援サービスの理想的なプロセス 

• 複数の実践研究や現場の経験をふまえて定義 

• 6つのユニット、22の作業項目 

• リニアなモデル化 

• 打ち合わせや選書のタイミングも規定 

• 「現実の公共図書館や学校図書館がこの手順を
全てそのまま行うことまでは意図していない」

（p.46）

（国立国会図書館国際子ども図書館, 2012, p.47の図を再構成）

教材資料提供業務に特化し、かつ柔軟に運用可能なプロセスモデルの構築が課題



プロセスモデル構築の基本方針
• 教材資料提供業務に特化した詳細なプロセスモデルを作る 

• 柔軟に運用可能な形で流れを定義する 

• 外在化された要素で表現する
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蔵書 現物資料

生徒・児童教員司書

場所 
（教室・図書室）

設備 
（PCなど）

人

モノ

プロセスにおいて外在化可能な構成要素

このような資料が良いのでは？ 
こういう使い方をしてみては？

このような授業を行う予定 
このような資料はないか？

教科書

言葉
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ブックリスト打ち合わせシート 
（＝仕様）

生徒・児童教員司書

言葉
指導案

プロセスにおいて外在化可能な構成要素

蔵書 現物資料 場所 
（教室・図書室）

設備 
（PCなど）

モノ 教科書

人
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ブックリスト打ち合わせシート 
（＝仕様）

生徒・児童教員司書

言葉
指導案

プロセスにおいて外在化可能な構成要素

蔵書 現物資料 場所 
（教室・図書室）

設備 
（PCなど）

モノ 教科書

人
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ブックリスト打ち合わせシート 
（＝仕様）

生徒・児童教員司書

言葉
指導案

プロセスにおいて外在化可能な構成要素

蔵書 現物資料 場所 
（教室・図書室）

設備 
（PCなど）

モノ 教科書

人
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ブックリスト打ち合わせシート 
（＝仕様）

生徒・児童教員司書

言葉
指導案

プロセスにおいて外在化可能な構成要素

蔵書 現物資料 場所 
（教室・図書室）

設備 
（PCなど）

モノ 教科書

人
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ブックリスト打ち合わせシート 
（＝仕様）

生徒・児童教員司書

言葉
指導案

プロセスにおいて外在化可能な構成要素

蔵書 現物資料 場所 
（教室・図書室）

設備 
（PCなど）

モノ 教科書

人
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ブックリスト

生徒・児童教員司書

言葉
指導案

プロセスにおいて外在化可能な構成要素

現物資料 場所 
（教室・図書室）

設備 
（PCなど）

モノ 教科書

人

打ち合わせシート 
（＝仕様）

蔵書



教材資料提供業務とは？
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教員と協同で打ち合わせシートを作成し、それに基づき、 

資料のリスト（ブックリスト）を作成し、現物を入手した上で、 

必要な環境・サポートとともに、授業に提供すること 

（＋実践を評価し、記録すること）

 ⓪ 仕様定義

 ① 資料収集

 ② 資料提供

 ③ 評価
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教材資料提供のプロセスモデル

① 資料収集
探索

② 資料提供

⓪ 仕様定義

③ 評価

授業 資料 提供

入手 事前準備 授業サポート 事後処理・展開 評価・記録

打ち合わせ
打ち合わせシート (＝仕様) のカテゴリ

• 4フェーズ／7ステップ 
• 仕様定義フェーズを、他のフェーズから独立させ、任意のタイミングで実施可能とした 
• 外在化可能な要素の参照 
• 打ち合わせシートが司書・教員連携の中核的な役割を果たす
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① 資料収集
探索

② 資料提供

⓪ 仕様定義

③ 評価

授業 資料 提供

入手 事前準備 授業サポート 事後処理・展開 評価・記録

打ち合わせ
打ち合わせシート (＝仕様) のカテゴリ

教材資料提供のプロセスモデル

•司書と教員が共同で打ち合わせシートの項目を埋める 
•e.g. 教員が最初に基本的な事項を入力する 
•e.g. 司書が教員の要望を聞き取り、記入する 
•選書内容（ブックリストや現物資料）を共同で検討する
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教材資料提供のプロセスモデル

•打ち合わせシートに基づき、司書が蔵書から資料候補を選定する 
•特に「資料」に関する情報を参照 
•ブックリストを作成する 
•BookReachによる支援（矢田・浅石・宮田, 2020）

① 資料収集
探索

② 資料提供

⓪ 仕様定義

③ 評価

授業 資料 提供

入手 事前準備 授業サポート 事後処理・展開 評価・記録

打ち合わせ
打ち合わせシート (＝仕様) のカテゴリ
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教材資料提供のプロセスモデル

•司書がブックリストに基づき、現物資料を入手する 
•近隣図書館とも連携する 
•必要に応じて、資料の購入も行う

① 資料収集
探索

② 資料提供

⓪ 仕様定義

③ 評価

授業 資料 提供

入手 事前準備 授業サポート 事後処理・展開 評価・記録

打ち合わせ
打ち合わせシート (＝仕様) のカテゴリ
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教材資料提供のプロセスモデル

•司書と教員が、入手した資料を授業で活用するための各種準備を行う 
•e.g. 使いやすいように資料を分類して別置する 
•e.g. ブックリストに参考情報を追加する 
•e.g. ワークシートを共同で作成する

① 資料収集
探索

② 資料提供

⓪ 仕様定義

③ 評価

授業 資料 提供

入手 事前準備 授業サポート 事後処理・展開 評価・記録

打ち合わせ
打ち合わせシート (＝仕様) のカテゴリ
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教材資料提供のプロセスモデル

•打ち合わせシートで決めた方法で司書が授業のサポートに入る 
•e.g. ティームティーチング 
•e.g. 読み聞かせ 
•e.g. 図書館利用教育

① 資料収集
探索

② 資料提供

⓪ 仕様定義

③ 評価

授業 資料 提供

入手 事前準備 授業サポート 事後処理・展開 評価・記録

打ち合わせ
打ち合わせシート (＝仕様) のカテゴリ



24

教材資料提供のプロセスモデル

•司書が授業で使用した資料や設備の事後処理を行う 
•e.g. 公共図書館で借りた資料の返却 
•司書が教員と相談しながら、授業の発展につながる試みを行う 
•e.g. 授業テーマに関する特集展示

① 資料収集
探索

② 資料提供

⓪ 仕様定義

③ 評価

授業 資料 提供

入手 事前準備 授業サポート 事後処理・展開 評価・記録

打ち合わせ
打ち合わせシート (＝仕様) のカテゴリ
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教材資料提供のプロセスモデル

•司書が教員と共同して、授業支援の評価を行い、記録をつける 
•授業者視点／支援者視点の評価 
•打ち合わせシート、ブックリストとまとめて実践事例として記録する

① 資料収集
探索

② 資料提供

⓪ 仕様定義

③ 評価

授業 資料 提供

入手 事前準備 授業サポート 事後処理・展開 評価・記録

打ち合わせ
打ち合わせシート (＝仕様) のカテゴリ



2. 打ち合わせシートの開発



打ち合わせシートとは？
• 打ち合わせシートとは？ 

• （A）支援対象の授業の概要、（B）提供する資料（集合）の要件、（C）収集した資料の提供方法
に関する情報を体系的に記入するためのテンプレート 

• 入力項目の体系だけでなく、テンプレートへの入力を支援するインタフェースも含める 

• 基本要件 

• 網羅性：必要な情報が広く得られること 

• 詳細性：十分に詳しい情報が得られること 

• 有用性：資料提供業務を行う上で役に立つこと 

• 簡便性：使いやすいこと
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打ち合わせシート開発のロードマップ
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Ver. 1 Ver. 2 Ver. 3

司書への予備インタビュー 
(浅石・宮田・矢田, 2020)

事例分析 
(宮田・矢田・浅石, 2018)

先行研究：小中学校社会科の実践研究 
(国立国会図書館国際子ども図書館, 2012)

司書へのアンケート 教員による模擬入力実験

網羅性・詳細性

網羅性・詳細性・有用性
網羅性・詳細性・有用性・簡便性 簡便性

網羅性・詳細性・有用性

本研究



宮田・矢田・浅石 (2018) の記述的類型
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No カテゴリ サブカテゴリ
1 教科・科目・領域
2 学年
3 単元・テーマ
4 教科書
5 学習指導要領

6 学習目標 (a) 知識・理解・思考, (b) 技能,  
(c) 興味・関心

7 アプローチ・方法

8 活動内容 (a) 調べ学習, (b) 読書, (c) ワークシート, 
(d) 発表, (e) 創作

9 活動形態・単位
10 活動場所
11 活動の流れ
12 条件・制約 (a) 時間, (b) 資料

13 背景 (a) 授業の位置づけ, (b) 時期, (c) 学習状況, 
(d) 事前調査

14 教員自身の利用

No カテゴリ サブカテゴリ
1 主題・観点 
2 指定 (a) タイトル, (b) 著作者

3 タイプ (a) 参考図書, (b) 絵本・写真集・漫画, 
(c) 新書・文庫, (d) デイジー図書

4 ジャンル (a) フィクション, (b) ノンフィクション, 
(c) 随筆, (d) 説明文, (e) 読み物 

5 属性
(a) レベル, (b) 日常性, (c) 鮮度,  
(d) 分量, (e) サイズ, (f) 音声的特徴,  
(g) その他

6 関連図書

7 図書以外 (a) 逐次刊行物, (b) オンライン資料,  
(c) マルチメディア, (d) 非流通資料

8 組み合わせ (a) 主題, (b) タイプ, (c) ジャンル,  
(d) レベル, (e) 視点, (f) その他

9 冊数

10 入手先 (a) 自館, (b) 近隣図書館, (c) 新規購入, 
(d) 持参・その他

授業に関する情報 資料に関する情報



浅石・宮田・矢田 (2020) の知見
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• 2名の司書への理科の単元に関する資料選定依頼とインタビュー 

• 主題以外の重要な資料選定基準 

• 内容の新しさ 

• 内容の難しさ 

• 図やイラストの豊富さ



打ち合わせシートVer. 1の類型（一部省略）
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ID カテゴリ 入力形式／選択肢
A-01 学年 小1‒6, 中1‒3, 高1‒3
A-02 教科等 12教科, その他
A-03 教科書
A-03-a 教科書名 教科ごとに一覧
A-03-b 単元（章） 教科書ごとに一覧
A-03-c ページ pp. 〇‒〇
A-04 授業テーマ 自由記述
A-05 学習目標 自由記述
A-06 授業方針・工夫自由記述
A-07 クラスの人数 〇人
A-08 活動
A-08-a 時間 〇時間目/〇時間
A-08-b 場所 教室, 学校図書館, その他, 未定
A-08-c 内容 調べ学習, 読み聞かせ, その他, 未定
A-08-d 形態 個人学習, グループ学習, 一斉授業, その他, 未定
A-08-e 成果物 ワークシート, レポート, 口頭発表, その他, 未定
A-08-f 流れ 自由記述
A-09 授業の位置付け自由記述
A-10 生徒の学習状況自由記述
A-11 その他 自由記述

ID カテゴリ 入力形式／選択肢
B-01 キーワード 自由記述（名詞句）
B-02 指定図書 自由記述
B-03 冊数 約～冊
B-04 複本 希望なし, 希望あり, 未定
B-05 図書の属性

B-05-a 資料形態
指定なし, 単行本, 文庫, 新書,  
全集・叢書, 辞典・辞書, 事典, 図鑑, 
絵本, コミック, その他, 未定

B-05-b 内容
哲学, 歴史・地理・伝記, 社会科学,  
自然科学, 技術, 産業, 芸術, 言語,  
文学, 文学（古典）, その他, 未定

B-05-c 内容の新しさ 出版から～年以内, 希望なし, 未定

B-05-d 内容の難易度 小学校, 中学, 高校, 一般,  
指定なし, 未定

B-05-e その他の属性 自由記述
B-06 図書以外 新聞, 雑誌, Webページ, その他, 未定
B-07 資料のバランス 自由記述
B-08 教材研究用の図書 ～の資料が欲しい, 特に必要なし, 未定
B-09 その他 自由記述

(A) 授業に関する情報 (B) 資料に関する情報



打ち合わせシートのUI

32説明と例階層的な入力項目 チェックボックス

ドロップダウン



司書経験者による予備評価アンケート

• 打ち合わせシート（授業・資料のカテゴリ）に関する評価 

• 各項目について、「必ず知っておく必要がある情報」、「必ずではないが知っておくと
良い情報」、「あまり知っておく必要がない情報」の判定 

• その他、自由記述によるフィードバック 

• 回答者（合計13名） 

• 資格：司書10名／司書教諭8名（両方取得者5名） 

• 勤務経験校種：小学校9名／中学校11名／高校4名／中等教育学校1名（複数回答あり）
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アンケート結果：重要度判定
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ID カテゴリ 必ず できれば あまりない NA
A-01 学年 13 0 0 0
A-02 教科等 13 0 0 0
A-03 教科書
A-03-a 教科書名 8 3 2 0
A-03-b 単元（章） 10 2 1 0
A-03-c ページ 3 3 5 1
A-04 授業テーマ 12 1 0 0
A-05 学習目標 10 2 1 0
A-06 授業方針・工夫 8 5 0 0
A-07 クラスの人数 11 1 1 0
A-08 活動
A-08-a 時間 11 1 1 0
A-08-b 場所 9 3 1 0
A-08-c 内容 11 2 0 0
A-08-d 形態 7 6 0 0
A-08-e 成果物 6 7 0 0
A-08-f 流れ 9 3 1 0
A-09 授業の位置付け 3 7 3 0
A-10 生徒の学習状況 9 4 0 0
A-11 その他 2 5 2 4

ID カテゴリ 必ず できれば あまりない NA
B-01 キーワード 10 2 1 0
B-02 指定図書 9 3 1 0
B-03 冊数 10 1 2 0
B-04 複本 10 1 2 0
B-05 図書の属性
B-05-a 資料形態 9 3 1 0
B-05-b 内容 8 3 2 0
B-05-c 内容の新しさ 9 2 2 0
B-05-d 内容の難易度 9 2 2 0
B-05-e その他の属性 5 5 2 1
B-06 図書以外 8 5 0 0
B-07 資料のバランス 6 5 2 0
B-08 教材研究用の図書 1 10 2 0
B-09 その他 4 4 3 2

(A) 授業に関する情報 (B) 資料に関する情報

「あまり知っておく必要がない情報」は 
ほとんどない 

→シート項目の有用性



アンケート結果：自由記述フィードバックの一部
• 項目や選択肢に関するコメント 
 
 

• シートの運用に関するコメント 
 
 

• その他
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A-03-c ページ、A-08-f 流れ、A-09 授業の位置付け、説明の意図が掴みにくかったです。

日々の業務の見直しにもなりました。

内容の難易度の「小学校」は、低学年と高学年に分かれていると良いと思いました。

打ち合わせ事項がはっきりして助かります。

初回のヒアリングでどこまで [聞き取りが] 必要か悩むなあと思いました。

校種によってシートをカスタマイズできると良いかもしれない。



結論と課題



プロセスモデルについて

• 教材資料提供に特化したプロセスモデルの構築 

• 外在化可能な要素を用いてサブプロセスを具体的に定義 

• 打ち合わせ（仕様定義）プロセスを独立させ、柔軟性を確保 

• 今後の課題 

• プロセスモデルの拡充・精緻化 

• BookReachの利用を含めたプロセスモデルの妥当性・有用性の検証
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打ち合わせシートについて

• 教材資料提供プロセスの中核要素である打ち合わせシートの開発 

• 授業、資料、提供に関して司書と教員が共有すべき情報の体系を設計 

• 網羅性、詳細性、有用性を確保 

• 今後の課題 

• 予備アンケートを踏まえた改良（特に運用面） 

• ユーザ実験による簡便性の評価とシートのさらなる改善
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まとめ
• 成果 
1. 教材資料提供のプロセスモデルを構築した 

2. 司書と教員の連携を支援する打ち合わせシート（Ver. 1）を開発した 

• 打ち合わせシート（Ver. 2）Web公開中 

• https://reimiyata.github.io/bookreach-class-support-sheet.github.io/ 

• フィードバックも受付中 

• 教員による検証を経て、Ver. 3をリリース予定
39

司書の暗黙知の一部を解明

https://reimiyata.github.io/bookreach-class-support-sheet.github.io/
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